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千葉経済大学総合図書館 

『
悪
文 

伝
わ
る
文
章
の
作
法
』  

岩
淵 

悦
太
郎 

編
著 

（
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
フ
学
科 

叶
多 

泰
彦 

教
授
） 

 

私
が
お
す
す
め
す
る
一
冊
は
、『
悪
文 

伝
わ
る
文
章
の
作
法
』（
文
庫
版
）

で
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
出
題
の
際
の
参
考
図
書
と
し
て
よ
く
紹
介
し
て
い
る
。

文
庫
版
は
比
較
的
安
価
で
、
特
に
お
す
す
め
で
あ
る
。 

編
著
者
の
岩
淵
は
国
立
国
語
研
究
所
所
長
も
務
め
た
国
語
学
者
で
あ
る
。

こ
の
分
野
に
は
、『
理
科
系
の
作
文
技
術
』（
木
下
是
雄
）
や
『
日
本
語
の
作
文

技
術
』（
本
多
勝
一
）
な
ど
、
長
く
学
生
に
支
持
さ
れ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
い

く
つ
か
あ
る
。
本
書
も
そ
の
一
つ
だ
。
失
敗
事
例
（
悪
文
）
の
検
討
を
通
じ

て
、「
伝
わ
る
文
章
」
と
は
何
か
を
論
じ
て
い
る
。
一
種
の
事
例
研
究
と
も
見

な
せ
る
。 

文
章
作
成
の
目
的
と
は
何
か
。
小
・
中
・
高
の
国
語
の
授
業
で
文
学
的
な

「
名
文
」「
美
文
」
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
き
た
学
生
の
中
に
は
、
文
章
と
い

う
の
は
美
麗
に
飾
り
付
け
る
こ
と
が
重
要
と
思
い
込
ん
で
い
る
向
き
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。「
著
者
の
言
い
た
い
こ
と
は
何
か
」
を
問
う
読
解
の
入
試
問

題
は
、
そ
の
正
答
率
が
低
い
も
の
で
あ
っ
た
場
合
、「
分
か
り
に
く
い
」「
伝
わ

ら
な
い
」
文
章
の
典
型
だ
ろ
う
。
一
方
、
本
書
は
「
分
か
り
や
す
い
」「
伝
わ

る
」
文
章
と
は
何
か
を
具
体
的
に
論
じ
て
お
り
、
言
語
・
文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
関
す
る
示
唆
に
富
む
。 

 

「
学
生
の
う
ち
に
出
会
っ
て
い
た
な
ら…

…

」
と
、
社
会
に
出
て
か
ら
思
う

よ
う
な
本
が
あ
る
。
本
書
は
そ
う
し
た
本
の
一
冊
で
あ
る
。
巻
末
の
「
悪
文
を

避
け
る
た
め
の
五
十
か
条
」
だ
け
で
も
読
む
価
値
が
十
分
に
あ
る
。
学
生
の

う
ち
に
購
入
し
、
常
に
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
。 

と
、
書
い
て
き
た
私
の
文
章
が
悪
文
に
該
当
す
る
か
は
、
本
書
を
参
考
に

ご
判
断
を
。 

秋の学生ブックツアー 

先
生
が
選
ん
だ
お
す
す
め
の
一
冊 

令和 6 年度後期のイベント 

として 12月 7日(土)に「図 

書館講演会」を開催しました。 

梅澤貴典氏をお招きし、昨今 

話題の生成 AI の存在を念頭 

に置いた情報活用について、 

ご自身が旅をした世界の図書館のお話を絡めて

ご講演いただきました。聴講した学生からは「イ

ンターネット上の情報を鵜呑みにしてしまって

いたが、一次情報で確認することが重要だとわ

かった」「お話が面白くて 90 分があっという間

だった」などの感想が多く寄せられました。 
 

 

春季に続き 10 月 27 日(日)に書店で秋の学生

ブックツアーを開催しました。学生選書委員が

実際に本を手に取り、それぞれ個性ある本を選
んでくれました。図書館カウンター前に、紹介

ポップと一緒に専用コーナーがありますので、

ぜひご覧ください。 
 
 

[選書抜粋] 

 小説きみの色 

 世界カフェ紀行 

 今宵も喫茶ドードーのキッチンで。 

 なぜ地方女子は東大を目指さないのか 

 酒が薬で、薬が酒で 

 今日から変わるわたしの 24 時間 

 事件現場のソクラテス 

 
 

図書館講演会 
『ネットと生成 AI 時代の情報活用術&

世界の図書館をめぐる冒険』 

⇓



 

 

 

         

 

『
注
文
に
時
間
が
か
か
る
カ
フ
ェ
』 

大
平 

一
枝 

著 

 

（
経
済
学
科 

二
年 

西
田 

美
星
） 

 「
注
文
に
時
間
が
か
か
る
カ
フ
ェ
」
と
い
う
喫
茶
店
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
私
は
図
書
館
主
催
の
ブ
ッ
ク
ツ
ア
ー

で
、
海
が
描
か
れ
た
美
し
い
表
紙
の
本
に
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
思
わ
ず
「
注
文
に
時
間
が
か
か
る
の
は
、
ス
タ
バ

の
よ
う
に
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
か
ら
？
」
と
疑
問
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
こ
の
一
冊
は
、
吃
音
に
悩
む
若
者
が
、
奥
村
安

莉
沙
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
「
吃
音
カ
フ
ェ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
挑
戦
す
る
実
話
で
す
。
吃
音
が
ど
れ
ほ
ど
苦
し

み
を
伴
う
か
、
私
は
そ
の
当
事
者
の
声
を
聞
く
ま
で
理
解

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
約
二
四
〇
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
本
書
で
は
、
実
際
に
「
吃
音
カ
フ
ェ
」
で
働
く
ス
タ
ッ

フ
が
、
そ
の
苦
し
み
や
カ
フ
ェ
で
の
成
長
を
率
直
に
語
り

ま
す
。 

 

私
が
特
に
感
動
し
た
の
は
、
カ
フ
ェ
の
存
在
だ
け
で
な

く
、
奥
村
さ
ん
の
絶
え
間
な
い
努
力
で
す
。
筆
者
の
大
平
一

枝
さ
ん
の
取
材
を
通
じ
、
彼
女
が
己
の
睡
眠
時
間
を
削
っ

て
、
裏
方
で
多
く
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
こ
と
が
物
語

の
上
で
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
限
り
あ
る
時
間
の
中
で
顔

色
ひ
と
つ
変
え
ず
に
従
業
員
に
寄
り
添
う
姿
に
は
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
姿
勢
と
、
社
会
で
生
き
る
こ
と
の
厳

し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
つ
よ
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

ま
し
た
。 

吃
音
症
を
学
び
、
当
事
者
の
声
を
知
る
た
め
の
一
冊
と

し
て
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

『
余
命
一
年
と
宣
告
さ
れ
た
僕
が
、 

余
命
半
年
の
君
と
出
会
っ
た
話
』 

森
田 

碧 

著 

（
経
営
学
科 
四
年 

梅
野 

紗
千
乃
） 

 

私
が
紹
介
す
る
の
は
、
森
田
碧
氏
の
デ
ビ
ュ
ー
作
品

「
余
命
一
年
と
宣
告
さ
れ
た
僕
が
、
余
命
半
年
の
君
と

出
会
っ
た
話
」
と
い
う
小
説
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
か
ら

恋
愛
系
統
の
話
だ
と
推
測
す
る
方
も
い
る
と
思
う
が
、

ひ
と
味
違
っ
て
い
た
。
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
誰
も
が

持
っ
て
い
る
〝
人
生
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
〟
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
く
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内

容
に
な
っ
て
い
た
。 

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
高
校
一
年
生
の
早
川
秋
人
が
心
臓

病
で
余
命
一
年
の
宣
言
を
受
け
た
と
こ
ろ
か
ら
展
開
し

て
い
く
。
秋
人
は
趣
味
の
絵
を
描
く
こ
と
を
楽
し
ん
で

い
る
が
、
帰
宅
途
中
に
み
た
綺
麗
な
夕
日
を
鉛
筆
一
本

だ
け
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
な
ど
、
自
身
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
を
悲
観
的
に
捉
え
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
く

る
。
そ
ん
な
秋
人
が
、
病
院
の
一
室
で
色
鮮
や
か
な
天

国
の
様
子
を
描
き
、
〝
死
ぬ
の
は
怖
く
な
い
〟
と
真
っ

直
ぐ
に
話
す
色
白
の
少
女
と
出
会
う
こ
と
で
急
展
開
が

待
っ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
対
照
的
な
ふ
た
り
が
お
互
い
を
生
き
る
灯

火
に
し
な
が
ら
微
か
な
希
望
を
も
っ
て
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
を
過
ご
す
様
子
を
見
届
け
て
欲
し
い
。 

令和 6 年 5 月 27 日(月)～10 月 31 日(木)に本

学園の敷地内に残る「旧鉄道聯隊材料廠煉瓦建

築」(通称：煉瓦棟)をテーマに企画展示を開催し

ました。開催期間中の見学者は約 2,000 名に及

びました。熊谷千葉県知事が見学に来校された

他、鉄道や建築関係のお仕事をされている方、煉

瓦や戦跡に興味のある方などを含め、多くの方

に足を運んでいただきました。 

内部を見学する熊谷千葉県知事(中央)と佐久間理事長(右)↑

矢印 

学
生
が
選
ん
だ
お
す
す
め
の
一
冊 

図書館では 11 月 16 日・17 日に行われた大

学祭・とどろき祭において、古本市を開催しま

した。教職員の方々に本の供出を呼びかけ、た

くさんの本や雑誌を販売する他に、子ども向

けにバルーンアートも配布し、両日多くの来

場者がいらっしゃいました。売上金について

は全額、能登豪雨災害義援金として石川県に

寄付しました。 


